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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、G タンパク質結合受容体を介したシグナル伝達においてホスファチジルイノシトールから二次メッセンジャーであるジアシルグリセロールとイノシトール 1,4,5-三リン酸の生成を触媒するホスホイノシチド ホスホリパーゼ C ベータ酵素ファミリーのメンバーをコードします。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年5月],触媒活性:1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール4,5-ビスリン酸 + H(2)O = 1D-ミオイノシトール1,4,5-トリスリン酸 + ジアシルグリセロール。,補因子:カルシウム。,機能:セカンドメッセンジャー分子であるジアシルグリセロール(DAG)とイノシトール1,4,5-トリスリン酸(IP3)の生成は、活性化ホスファチジルイノシトール特異的ホスホリパーゼC酵素によって媒介される。,類似性:1つのC2ドメインを含む。,類似性:1つのPI-PLC Xボックスドメインを含む。,類似性:1つのPI-PLC Yボックスドメインを含む。,サブユニット:SHANK2と相互作用する(類似性による)。 LPAR2と対話します。,
	研究分野
	幹細胞経路; WNT; WNT-T細胞; β-カテニン; AMPK
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	PLC beta3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	PLC β3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

